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小山田地区防災連絡協議会
小山田地区団体事務局
山田町1373番地3
℡・Fax（059）328－3320

「あわてない
「さいかくにん
「ひろげよう
「大地震　やく
「あぶないよ！
「身を守るため
「備えておこう

ひなんくんれん　おもいだし」
ひなんけいろと　ほうさいグッズ」
みんなの町に　防災の輪」
にたったよ　防災くんれん」
タコ足配線　火事の元」

防災訓練　参加しよう」
考えておこう　起こりうるもしものために」

「防災準備　あなたの家は　大丈夫？」
「準備は　命をつなぐ　第一歩」
「確認しよう　みんなを守る　防災グッズ」
「安心は　あなたの日頃の　備えから」
「参加しよう　まちのみんなの　防災訓練」
「絶やさない　隣近所も　声をかけ」
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東日本大震災から4年、阪神淡路大震災から区切りの20年が過ぎました。
この間にも全国各地で台風・地震・噴火・大雪・大雨・竜巻等の自然災害が規模を大きくして発生し、

被害を受けています。
この地方では東海・東南海・南海地震の3連動地震の発生が危ぶまれている中、昨年8月、三重県に

台風11号の影響による『大雨特別警報』が発せられ、四日市市は全市に避難指示を出し日本中から注
目されましたが、大事に至らず幸いでした。

小山田消防分団は、引き続き『自分達の町は自分たちで守る』をコンセプトに活動しています。

（1）火災発生時の消火活動

平成26年度の火災出動は6件ありましたが、小山田地区は

ボヤと車両火災の2件のみで少なかったです。これに油断せず

引き続き火災予防に努めましょう。

（2）大雨特別警報の対応

昨年8月、気象庁は三重県に台風11号の影響による『大雨特別警報』を発令し、これを受けて四日市市は全市に前

例のない『避難指示』を出しました。

この対応として小山田消防分団は直ちに召集され、11～12日の昼夜河川等の推移を見守るパトロールを行いまし

たが、特に異常は認められませんでした。しかし地区住民は避難に関して意識が薄く、特に行動しなかったため今後に

課題を残す結果となりました。

また、10月の台風18号・19号に対しても同様のパトロールを行いました。若干の被害はあったものの小山田地

区では大きな異常は認められませんでした。

（3）防災訓練などの住民指導

平成26年度は小山田地区全9町で防災訓練が実施され、小

山田消防分団は7地区で指導を行いました。その内容は、火災

発生時の消火器による初期消火及び消火栓からの放水による初

9月28日：山田町、内山町　10月5日：西山町 

11月9日：小山町　11月16日：堂ケ山町、和無田町 

1月12日：六名町 

期消火の必要性に対応したもの、また東海・乗南海・南海地震を危慣した災害対応の体験訓練が主体でした。訓練は参

カロ者全員が、見学ではなく積極的に体験してもらえるように努力しています。

小山町ではあいにくの雨天の中、寒さに震えながらの訓練でしたが、多数の方々が参加し、防災意識の高さも感じま

した。特に最後の炊き出しでいただいた熱々の月承汁が本当に美味しかったこと。御馳走さまでした。



32．耶市市消防操法競技大会

毎年開催される四日市市消防分団対抗の消防操法競技大会は、7月27日（日）

中央緑地芝生広場で開催されました。

梅雨時の悪条件の中、約1ケ月間選手は汗水垂らして練習に励み、また大会当

日には熱い応援を頂きましたが、残念ながら入賞は逃げていきました。これに懲

りずにこれからも応援をよろしくお願い致します。

競技出場精鋭メンバー

曇等励招集等励踊
平成27年1月11日（日）に四日市市消防出初式が挙行されました。

今年は、観光大使のカロ藤ゆりさん（四日市市出身、元ミス東大で現在情報番組ZIPのレギュラーとして活躍中）を一

日消防署長に迎え、「消防車の分列行進」「式典」「アトラクション：はしこ登り演技・幼稚園児の踊り」「一斉放水」等

が行われました。

また、小山田分団車の子ども隊長には伊藤正也団員の長男大琉君が乗車し、祖父の伊藤忠夫現四日市市消防団長の観

閲を受けました。

式典では、河合和司小山田分団昌が表彰されました。

三重県消防協会北勢支会長表彰
表彰徽章（勤続3年）

小山田分団車の分列行進 子供隊長伊藤大涜君と
父正也団員
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憲一‾千二．‾▲▲ll鰹悲　蘭越訓練
今年度は小山田地区全9町と山田町安性寺（表紙）と福祉避難所になっている青山里会の11か所

で防災訓練が行われました。
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脚嬰謁語
払 自分達の鮎

毎年、各町の自主防災隊による防災訓練に大勢の方が参加しています。今後30

年のうちに約80パーセントの確率でマグニチュード8程度の大地震（東海地震・

乗南海地震・南海地震）が起こると言われています。また8月の台風11号では四

日市市で大雨特別警報が出され、今までに経験したことのないような大雨による

避難指示に戸惑った人が多かったと思います。「小山田地区では津波は関係ないか

ら」とか「起こったときに考えればいい」とか思わないで、自分はもちろん大切

な家族の命を守るために、明日にも起こりうる大地震や大災害を想定して災害対

策に真剣に取り組んで行きましょう。
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火事・救急

警　　察

災害伝言ダイヤル

小山田地区市民センター

小山田警察官駐在所

病　院

総合医療センター

市立四日市病院

電　気

中電四日市営業所

中電鈴鹿営業所

水　道

四日市市上下水道局

小山田地区市民センター

小山田小学校

西陵中学校

328・1001

328・1148

345－2321

354－1111

画適0120－985・340

匹逗0120・985・342

35ト1211

328・1001

328－1093

328－1013

豪族の集合場所など

収容避難所（○をつける）

小山田小学校（TEL328－1093）

西陵中学校（TEL328－1013）

※171をダイヤルしたら、音声案内に従って操作するだけです！

※音声案内に従う　　緑青は

171をダイヤル⇒1⇒

再生は

171をダイヤル⇒2⇒

「　　　　　　　家族の �連絡先 � 

電話／ �電話／ 

電話／ �電話／ 

電話／ �電話／ 

電話／ �電話／ 

メモ 

平成26年度　全国統⊥防火標語 �� 

もういいかい　火を消すまでは・まあだあだよ 
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